上海财经大学《综合日语Ⅲ》课程考试卷

姓名          学号          班级          

	题号
	一
	二
	三
	四
	总分

	得分
	
	
	
	
	


一、次の文の　　　にはとんな言葉を入れたらよいか。1・2・3・4から最も適当なものを一つ選びなさい。                                                                    （１点×20）
退職前の慌ただしい生活　　　、今の生活はのんびりしている。まるで夢のようだ。

 1ぬきには　　   2といったら　　    3にひきかえ　　 4はもとより

誰が何と　　　、私の決意は変わりません。

　1言おうと　　   2言いながら　　    3言うおかげで　 4言ったはずで

取引先の担当者からスケジュールの調整をしたい　　　連絡を受けた。

　1との　　　　   2ものの　　　　    3ように　　　　 4ばかりに

(4)観客は彼女の優美　　　大胆な演技に感動した。

　1なりの　　　   2にして　　　　    3ゆえの　　　　 4をおいて

(5)急速な少子化は、高齢者の増加　　　、日本の人口構造を大きく変えてきている。

　1と言えば　　   2とあいまって　    3をかわきりに　 4をきっかけに

(6)　叔父の持ち込んだもうけ話は、どうも　　　です。

　1　うそがち　　　2　うそぎみ　　  　3　うそつき　　　4　うそっぽい

(7)　先生に　　　、ますますお元気でご活躍のことと存じます。

　1　おかれましては　　　　　　　　　 2　なさいましては

　3　なられましては　　　　　　　　　 4　つかれましては

(8)　あの子は学校から帰るとすぐ友達と出かけたが、さて、どこへ　　　。

　1　行くまいか　　2　行くべきか　　  3　行ったやら　　4　行ったものを

(9)　ほかの従業員の倍の仕事をさせられている　　　、給料が低い。

　1　分には　　　　2　割には　　　  　3　上には　　　　4　中には

(10)　あの人に発言させようものなら、　　　。

　1　何とか問題を解決するのではないか

　2　無事にこの会議を終わることができる

　3　一人で何時間でもしゃべっているだろう

　4　いいアイディアを出してくれるのでありがたい

(11）もう遅刻しないと言った　　　また遅れるなんて、彼は何を考えているのだろう。

　1が最後　　      2のなら　　　     3そばから　      4ともなしに

(12）昨日とまったホテルは、眺め　　　サービス　　　、本当に満足のいくものだった。

　1だの／だの　    2とも／とも　     3なり／なり　    4といい／といい

(13）教授の助言　　　、この研究の成功はなかった。

　1なくして　　    2ならでは　　     3にあって　      4によらず

(14）悲惨な事故　　　、安全のための管理体制がいっそう強化された。

　1を掲げて　    　2を契機として　   3にも増やして　  4に先だって

(15）先日提出された調査報告は信頼　　　ものではなかった。

　1に向く　　　    2に足る　　　　   3を通す　　　　  4を込めた

(16)　新しく住宅開発を進めるなら、この地域　　　ほかにはない。

　1　はおろか　　　 2　ときたら　　　 3　にそくして　 　4　をおいて

(17)　山田さんの話し方は発音がきれいで聞きやすく、さすがに元アナウンサーだった

　　　　。

　1　うえのことである　　　　　　　 　2　ばかりのことはある

　3　だけのことはある　　　　　　　 　4　はずのことである

(18)　実験に1回失敗したからといって、あきらめてしまう　　　。

　1　ことだ　　　　2　ことはない　　　3　かぎりだ　　　4　かぎりではない

(19)　事故の被害者の見舞いに行ったが、相手はほとんど口もきかず、まるで早く帰れと

　　　　。

　1　言いかねた　　　　　　　　　　　　2　言わんばかりだった

　3　言いそうもなかった　　　　　　　　4　言わなかったそうだ

(20)　相手の話も聞かずに自分の主張だけ通そうとするなんて、それはわがまま　　　。

　1　ということではない　　　　　　　　2　というからだ

　3　というわけではない　　　　　　　　4　というものだ

二．次の語群から適切な言葉を選んで、必要な場合は形を変えて答えなさい。

　（１点×10）
	おおざっぱ　　おおっぴら　　意気地ない　　　ひとしきり

いくらか　　　いつか　　　　うっそうと　　　けなげ　　　

ことさら　　　みずから　　　


・日本語なら上手ではないが、まだ（　1　）は読み取れる。
・夢中になってコンピューターをしていたら、（　２　）夜もあけていた。

・彼女は（　３　）この仕事を辞めると言いだしたのだ。

・昼間からこんなに（　４　）に酒を飲んだりしていて、いいのかな。

・山里の一人暮らしは雨の日は（　５　）人恋しい。

・（　６　）に見積もっても、それは四、五十万円はするだろう。

・（　７　）続いた陽気な子供の歌声に心を打たれて、自分の気持ちもよくなった。

・私の家の南向こう側は自然林で、そこには大木が暗いほど（　８　）茂っている。

・そこまでやられても、反抗の意思一つ示す勇気のないあの子の（　９　）には呆れた。

・私はまだ12歳のこの子の（　10　）行為に敬服せずにはいられない。

１．　          　　　　　　　　 ２．　            　　　　　
３．　        　　　　　　　　　 ４．　　　　　　　　　　　　

５．　          　　　　　　　　 ６．　　　　　　　　　　　　
７．　         　 　　　　　　 　８．　　　　　　　　　　　　
９．　        　　　　　　　　　 10．　　　　　　　　　　　　
三、括弧の中の言葉を使って次の中国語を日本語に訳しなさい。

　（2点×5）
１、如今的社会想要找到一个可以信赖的朋友是很难的，我想你应该珍惜这个人。（～に足る）

可不要忘记你们是在父母的支持下才得以出国留学的，所以将来毕业后一定要孝敬你们的父母。（～てのこと）

３、这次是她自己提出辞职还算好，否则你怎么跟她说让她辞职呢。（～からいいようなものの）

４、能够严厉的斥责别人的孩子，可一旦轮到自己的孩子，就会过分宠爱娇惯了。所谓糊涂父母大概就是指这种人吧。（～となると）

５、现在就决定的话也太草率了，还是有商量余地的。(早計）

四、次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。        

　（15点×4）

【1】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。
　山好きの血がa父方から流れているとすると、海好きは間違いなく母から伝わっている。終戦間もなく、b不忍池のほとりを通りかかると、cいけのはたに、母がしゃがみこんで池の面を（　①　）見ている。声をかけると、母は照れたような顔で立ち上がり②「ちょっと海が見たくなって」と言って③笑った。

　当時、東大のそばに住んでいたので、買物のついでに不忍池で④休んでいたのだろうが、そのときの母の言葉がｄ妙に忘れられない。小学六年の夏、母の故郷の鹿児島のe辺鄙な漁村でひと月暮らしたことがある。母の父は背の高い、こわい人で、そこでずっと医者をしていた。家から五十メートルほどで海に出る。桜島や開聞岳の見える美しい浜辺だった。母が海を見たいと言ったのは、その故郷の浜辺のことを考えていたのかもしれない。今なら二時間もかからない鹿児島は、その頃はfやこうや連絡船で二日かかる遠い国だった。望郷の思いに駆られても当然だったような気がする。

〔問１〕下線部a.b.d.eの漢字の読み方を、平仮名で答えなさい。（0.5点×４）

a．父方：　　　　　　　　　　　　　b．不忍池：　　　　　　　　
d．妙に：　　　　　　に  　　　　e．辺鄙：　　　　　　　　　
〔問２〕下線部c.fの平仮名を正しい漢字になおしなさい。（0.5点×２）

　　c．いけのはた：　　　　　　　　　　　f．やこう：　　　　　　　　　
〔問３〕（　①　）に入る語として適当なものを選び、記号で答えなさい。（２点）

　　ア　さっと　　イ　ざっと　　ウ　じっと　　エ　ちらっと　　　　　　　　　　　　　　〔　　　〕

〔問４〕下線②「ちょっと海が見たくなって」について答えなさい。
　４－１．この「海」は、どこの海のことを言っていると考えられますか。本文

中より5字で抜き出して答えなさい。（2点）

	
	
	
	
	
	の海


　４－２．なぜ、母は海を見たくなったのでしょうか。文中の言葉を使って、「から」に続く形で10字程度で答えなさい。（２点）

	 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	から。


〔問５〕下線③「笑った」とありますが、母はなぜ笑ったのでしょうか。簡潔に答えなさい。（３点）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔問６〕下線④「休んでいた」の主語を選び、記号で答えなさい。（１点）

　　ア　父　　イ　母　　ウ　私　　エ　母と私　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　〕

〔問７〕本文の内容と一致するものを選び、記号で答えなさい。（２点）

　 ア　筆者は家族でよく鹿児島を訪ねたため、海の印象が強く残っている。

イ　筆者の母親は小さい頃から引越しを繰り返してきた経験がある。

ウ　筆者の父親は医者をしており、非常に厳しい人であった。

エ　筆者自身は、海に対しても山に対しても好意を持っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　〕

　【２】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。

　もとより人類は、今まで労働中心主義的価値観に生きたが、特にこのような価値観を強くもっているのは近代西洋文明であり、日本人が、このような価値観にa徹底したのは明治以後であると思う。徳川時代においては労働と同時に遊びの価値観を評価する視点がまだあった。

　≪　Ａ　≫明治以後日本が西洋文明の採用にふみ切るや否な、日本人は全く労働をb唯一の価値とする一元的価値観をもった。≪　Ｂ　≫、日本人が、日本あるいは東洋の文明がヨーロッパ文明に、とうていかなわないと判断したのは、ヨーロッパ文明がより強い（　①　）と共に、より高い（　②　）をもつということをc洞察したゆえであった。ここで日本人の洞察は、あやまってはいない。ヨーロッパの科学文明は、その技術によって生産力を高めようとすることを、その文明の原理とする文明であるから。

　日本は、ヨーロッパ諸国の軍事力の圧力の前に到底匹敵しがたい自己を感じると共に、ヨーロッパの科学技術文明の生み出す生産力におどろいたのである。ヨーロッパ文明を移入して、強く豊かな国を作れ、それが過去百年の間の日本の目標であった。③こういう目標の中に自己を集中させた日本は、≪　Ｃ　≫ 、ヨーロッパよりはるかにヨーロッパ的な技術文明を生んだ国、④ヨーロッパ諸国より、はるかに技術文明に価値をおく国となった。そういうことは、しばしば文化的後進国に起こることである。科学技術文明は、ヨーロッパにおいて、伝統的な精神文明、特にキリスト教文明との調和の中にあった。しかし日本やアメリカやロシアのように、おくれて技術文明を採用しようとする国において、⑤このような調和は問題ではなく、技術文明だけがd性急に移入されたのである。

〔問１〕下線部a～dの漢字の読み方を、平仮名で答えなさい。（0.5点×４）

a．徹底：　　　　　　　　　　　　b．唯一：　　　　　　　　
c．洞察：　　　　　　　　　　　　d．性急：　　　　　　　　
〔問２〕≪　　≫Ａ～Ｃに入る接続詞を選び、記号で答えなさい。（１点×３）

　　ア　たとえば　　イ　なぜなら　　ウ　したがって　　エ　しかし

　　　　　　　　　　　　　　Ａ〔　　　〕　　Ｂ〔　　　〕　　Ｃ〔　　　〕

〔問３〕（　　）①②に入る語を本文中から抜き出して答えなさい。（１点×２）

　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　
〔問４〕下線③「こういう目標」とは、どういう目標ですか。簡潔に答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔問５〕下線⑤「このような調和」とは、何と何との調和を言っていますか。

（順不同完答２点）

　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　との調和

〔問６〕下線④に関して、「日本がヨーロッパ諸国より、はるかに技術文明に価値をお」いているのはなぜか。その理由として本文の内容と合致するものにはＡを、合致しないものにはＢをそれぞれ記入しなさい。　　（１点×４）

ア　日本は、労働中心主義的価値観を持っているから。　　　〔　　　〕 

イ　日本は、ヨーロッパ的な技術文明を生んだ国だから。　　〔　　　〕

ウ　日本は文化的後進国であるから。　　　　　　　　　　　〔　　　〕

エ　日本では、技術文明だけを急いで取り込んだから。　　　〔　　　〕

【３】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　
　一般的にいって、なぜ車輪がこれほど好まれるかといえば、エネルギーＡコウリツが大変に良いからである。足を前後に振って歩くやり方では、前に振った足を止めて、逆に後ろへ振ると、振る方向を変えねばならない。その時にエネルギーがいる。（あ）、足を上げたり下げたりするわけだから、これはＢジュウリョクに対して余計な仕事をすることになる。（い）回転運動ならば、回転方向は一定であり、上下動もない。前後・ａ上下に振り動かす余計なエネルギーは使わなくてよい。（う）、あの大変そうに見える車椅子でも、エネルギー的には、歩くよりもよっぽと楽である。

　（え）、これはＣタイラなよい道を行く場合の話で、ちょっとでもｂ凸凹があると、たちまちｃ難渋し始める。（お）車椅子が大変なことに違いはない。車椅子と同列に論じては、ｄ甚だ申し訳ないが、息子をベビーカーに乗っけて押している分には楽なものだが、階段は担いで登らねばならないし、ｅ砂利道やぬかるみ①ときた日には、もう②お手上げだ。車輪はＤヘイタンなかたい道では威力をＥハッキするが、凸凹ややわらかい地面では、ほとんど役立たないのである。

〔問１〕下線部Ａ～Ｅの仮名を漢字に直しなさい。（0.5点×５）
　Ａ　コウリツ　　　　　　　　Ｂ　ジュウリョク　　　　　　
　Ｃ　タイラ　　　　　　　　　Ｄ　ヘイタン　　　　　　　　　

　Ｅ　ハッキ　　　　　　　
〔問２〕下線部a～ｅの漢字の読み方を、平仮名で答えなさい。（0.5点×５）
　ａ　上下　　　　　　　　　　ｂ　凸凹　　　　　　　　　　　

　ｃ　難渋　　　　　　　　　　ｄ　甚だ　　　　　　　　　　　

　ｅ　砂利道　　　　　　　　
〔問３〕（あ）～（お）に当てはまる最も適切な言葉を書き入れなさい。（１点×５）
　（あ）　　  　（い）　  　　（う）　  　　（え）　  　　（お）　　 　　

〔問４〕下線部①と②の言葉を使って短文を作りなさい。

　①　～ときた日には（３点）
　②　お手上げ（２点）
【４】次の文章をよく読んで、後の問いに答えなさい。
　日本には「Ⅰ奥ゆかしい」という美意識がある。〔　Ａ　〕もっと奥へ進んでみたい、もっと実体をつかんでみたい、という雰囲気をただよわせるものが、「奥ゆかしい」という美意識の内容である。その美意識は、〔　Ｂ　〕、はっきりいいきってしまうこと、明確にわかってしまうことは、かえってものごとのあじわいをこわすものだという心理に展開してゆく。日本人が好きな芸術論である「① 有心」にしても、「（１）ユウゲン」にしても、「（２）ショウチョウ」にしても、みな「奥ゆかしさ」を求める心情とかよいあっている。そのことについてわたくしは、「Ⅱ眩暈嗜好」と題して何回かにわたって論じてきたが、ことばに、それらしいもの、それに準ずるもの、それにあやかるもの、それに近いもの、などの余情を示す接尾語をつけて使おうとするのは、〔　Ｃ　〕日本人に（３）コユウの②眩暈嗜好のあらわれである。

　日本人はものごとを明確にいいきるのを避ける傾向が、いささか強いようだ。平安時代以来、物語でも「らし」とか「なんめり」とかのことばが（４）ヒンヨウされている。漢語は、元来、より明確にものをいおうとする方向にたつ言語で、したがって少しでも違う現象には、それに即した③語彙がくふうされるのであるが、日本人が使用する漢語は、〔　Ｄ　〕そこにⅢ「ぼかし」がほしくなって、明確な漢語を〔　Ｅ　〕あいまいにして使おうとするし、また、日本製漢語においても、たとえば「的」の造語のようなものが、日本人の体質にあったものとしてしきりに愛用されるようになるのではなかろうか。

　また、こうしたこともいえるかもしれない。中国の生活から生まれ、中国人の感覚に根ざした漢語は、結局日本人に的確にはつかまえられないということもあって、自信もないままに、漢語そのものを、それとして用いずに、それらしい感覚だという「ぼかし」をつけ加えて用いようとする傾向もあるのではないか。漢語に「臭い」とか「そう」とかの接尾語をつけ加える心理は、主要にはそうしたものとして理解できよう。それは「てれ」の心理から④発するということも可能である。

〔問１〕下線(1)～(4)の片仮名を漢字で書きなさい。必要ならば送り仮名も必ず書くこと。送り仮名がない場合は０点とする。（0.5点×4）

（１）ユウゲン　  :                     

（２）ショウチョウ:                         

（３）コユウ　　　:                         

（４）ヒンヨウ　  :                         

〔問２〕下線①～④の漢字の読み方について平仮名で書きなさい。（0.5点×4）

①有心     :                          

②眩暈嗜好 :                          

③語彙     :                          

④発する   :                          

〔問３〕括弧［　Ａ　］～［　Ｅ　］に入る言葉として適切なものを次の選択肢（ア～オ）から選びなさい。（1点×5）

ア　かえって　　　イ　やはり　　ウ　なんとなく　　　エ　なにか　　　オ　逆には

A　〔　　　　　〕

B　〔　　　　　〕

C　〔　　　　　〕

D　〔　　　　　〕

E　〔　　　　　〕

〔問４〕下線部Ⅰ「奥ゆかしい」について説明したものとして、もっとも適切なものを選びなさい。(１点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　〕

１．実体をつかむ雰囲気が求められている。

２．はっきり言わないことがかえって味わいがある。

３．意味を伝えるより、言葉をあいまいにしたほうが大事。

４．奥へ進んで、はっきり言い切るのがよい。

　

〔問５〕下線部Ⅱ「眩暈嗜好」はどういう意味か、もっとも適切なものを選びなさい。(１点）

　〔　　　　〕　

１．日本人が好きな芸術論「有心」や｢ユウゲン｣のこと。

　２．言葉をあいまいにすること。

　３．ことばに接尾語をつけて使うこと。

　４．「奥ゆかしさ」を求める心情である。

〔問６〕下線部Ⅲ「ぼかし」について説明したものとして、本文の内容と一致しているものには○を、一致していないものには×をつけなさい。（各0.5点×4）

１．明確にいいきるのを避けて、真実をあいまいする役割がある。　　　　〔　　　　〕

　２．日本人の体質にあった造語法の一つである。　　　　　　　　　　　　〔　　　　〕

　３．明確にものをいおうとする漢語をあいまいにして使うこと。　　　　　〔　　　　〕

　４．「眩暈嗜好」と異なって、わざと真実を隠している。　　　　　　  　 〔　　　　〕

〔問７〕日本人はなぜ「的」という言葉を愛用するのか、本文の内容と一致しているものには○を、一致していないものには×をつけなさい。（各0.5点×4）

　１．漢語に「臭い」とか「そう」とかの接尾語をつけ加える心理と同じである。〔　　　 　〕

　２．「臭い」や「そう」は「てれ」の心理から生まれるという点で、「眩暈嗜好」の「的」とは意味が違う。　                                                     〔　　　　 〕
　３．今でも漢語を正確に使う自信がなかったりする日本の特有の文化から来たのである。　〔　  　　 〕
　４．「的」という言葉を愛用するのは「てれ」の心理から発するということも可能である。　〔　  　 　〕
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